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  あんずがスタートして一周年を迎えました。期待と不安の中でスタートした一年前のあの日 

が遠い昔のように感じ、365 日は充実していました。これも、利用していただいている子ども

達と保護者の皆さん、関係機関の皆さんのご理解、ご協力があってこその軌跡です。本当に感謝

しております。ありがとうございます。 

一年前、児童は 5 名からのスタートでした。昨年 3 月には 25 名になり、５名の卒園児を送

り出し、全員があんずの放課後等デイサービスにつながりました。新年度は、現在 24 名で今月

3 名が仲間入りをします。保育所等訪問支援は、現在 5 名(訪問先４園)が利用しています。放課

後等デイサービスは、一年前３３名から始まり、春に１名が卒業し、現在４４名の子ども達が利

用しています。 

  子どもひとりひとりの姿や育ちを中心に、ご家族とのつながりを日々大切に、日頃利用してい

る幼稚園保育所、学校や他の事業所との連携を密にしながら、視野の広い支援を常に心がけてき

たつもりです。まだまだ取り組むべき課題も多く、支援の質の向上や職員のスキルアップに  

全力投球の毎日ですが、明日も来たくなる“あんず”ホッとする“あんず”輝ける“あんず” 

 張りきって過ごせる“あんず”を、今後も目指していきます。 

                           今後ともよろしくお願い致します。 

 

 

          —６月・７月の予定— 

    6 月 2 日（金） ST（児童） 

    6 月 15 日（木） 地域連携日（児童・放デイ共にお休みです） 

    6 月 29 日（木） ドクターN の医療相談 

     ７月５日（水） 地域連携日（児童・放デイ共にお休みです） 

       ７月１２日（水） ST（児童） 

 

＝お知らせ＝ 

≪ドクターＮの医療相談≫ 

  奈倉道明先生（埼玉医大総合医療センター小児科医）による個別医療相談の申し込みを多数

いただきありがとうございます。後日、日程をお知らせしますので、よろしくお願いします。 

 

≪自家用車利用の保護者の皆さんへ≫ 

 ＊児童発達支援の登降園の時間は、周辺の幼稚園や学校の子ども達の往来の時間と重なります。 

  放デイのお迎えの時間は、もうすっかり暗くなっていて見通しがとても悪くなっています。 

路地での徐行及び駐車場出入口での最徐行運転の順守、並びに指定場所内への車の駐車を、

よろしくお願いします。 

 

 

            

 



≪関係機関との連携について≫ 

   幼稚園や保育所、学校、その他複数の事業所を利用されている場合、支援の方針や具体的な 

取り組み等について、それぞれの役割は違いますが、足並みをそろえ、同じ方向を向いて支援 

は進めていきたいですね。関係機関と保護者が集まって、話し合いの機会を持つことも有意義 

です。「ちょっと共通理解が必要かも…」と感じることがあれば、遠慮なく申し出てください。 

今、特に困ったことがなくても、定例の話し合いの機会を持つことは、生活や支援に厚みを持 

たせることができます。 

  

 

マカロンクラスの５月あれこれ 

5 月に入り、3 名のお友達が仲間入りして、さらにパワーアップしたマカロンクラス。 

幼稚園・保育園生活にも慣れ、「できた！」「やった！」のうれしい報告が届くようになりました。 

そして、あんずの遊びの時間では、ブービーカーが大ブーム！我さきに、お気に入りのクルマに 

乗り、さっそうと START！踏み切り係もいて、遮断機が下りている間、きちんと並んで待ち、 

顔を見合わせてワクワクしている姿が、なんとも可愛いこと♡ 

新年度の緊張感もほぐれ、様々な場面でお友達と笑う姿が増えてきました。 

今月もパワー全開でいきましょう！ 

 

プリンクラスの５月あれこれ 

 写真出席カードを導入して 1 ヶ月。今日は誰が来るのかな～、自分の写真はあるのかな～と 

 見つめる瞳がとてもステキなプリンクラスのみんな♡ 

  写真出席カードに負けじと、人気があるのがお弁当のカードです。朝の支度の最中に、朝の会

の時に、活動の合い間に、そっとお弁当カードを取りに行ったり、活動の目印の赤い枠をお弁当

のところに移動させたり‼「まだだよ～」「○○やってからね～」のやりとりが 

すっかり定着してしまいました。 

  さて、5 月はパンツデビューの子がちらほら。夏に向け、少しずつ 

トレーニングを進めていきましょう。 

6 月は、新しいお友達も 2 名仲間入りする予定ですので、 

よろしくお願いします。 

 

保育所等訪問支援の５月 

  集団生活も少し落ち着いてきた 5 月、本格的に保育所等訪問支援が始まりました。“慣れてき 

た”“落ち着いてきた”と言うのは簡単ですが、クラス担任の先生方の日々の保育の積み重ねは、 

子ども達との共同作業で「ここまで整うのか！」と感動してしまいます。一言「すごいな」です。 

 そうなると、子ども達一人ひとりも過ごしやすくなり、困ることが減ってきたり、困っているこ

とを伝えられたり、周りの者もわかってあげられたり、自分のパワーを笑顔に還元できるように

なっていきます。その子の得意なことが光り、苦手なことがわかりやすくなるので、かゆいとこ

ろにも手が届きやすくなります。支援のポイントを、訪問先の先生方やご家族、もちろん、本人

とも確かめ合えた時間でした。今後につなげたいと思います。 



放デイのひとり言 

 1 年生の子ども達もすっかり放デイの生活に慣れ、上級生のお兄さんお姉さんと遊ぶ姿が 

見られてきました。年上の子達も、年下の子達から慕われ、なんだか頼もしく見えます。 

そして、最近ブームになっているのが、“トランプ”や絵カードでの“神経すいじゃく”。 

最初は決まった子がやっていましたが、だんだんとやりたいと思う子が増え、 

輪が広がり、定番の遊びになりつつあります。また遊びがひとつ広がり、 

チャレンジの時間の後のお楽しみになっています。 

 さてさて、急に暑くなり、汗をたくさんかく子も多いです。 

ハンカチは必需品です。忘れないように必ずポケットに入れておいてくださいね。 

 

5 月の地域連携日報告 

  5 月は 23 日(火)が地域連携日でした。4 月からの生活も少し落ち着いてきたころということ 

で、幼稚園 2 か所、特別支援学校 1 校、特別支援学級 2 校に、あんずのスタッフが見学や話し 

合いにお邪魔しました。受け入れていただいた先生方、お時間を割いていただきありがとうござ 

いました。 

  幼稚園への見学では、初めての集団生活の子がほとんどで、「上手く過ごせているのだろうか」 

 というご家族のドキドキ感をポケットに忍ばせながら、あんずで取り組んできたことが、大きな 

集団で活かされているだろうか、新たに取り組むべきポイントは？という視点での訪問でした。 

 一人ひとり、そこでの顔があって、細かいことはいろいろありますが、良いスタートが切れてい 

るな！が、どの子にも共通した感想でした。 

  特別支援学校では、“身体の整え方”“ほぐし方”を担任の先生からレクチャーを受けました。

あんずの時間でも取り入れていきたいと思います。子ども達が学校で過ごすペースや先生方の対

応を直接見学できたことを、あんずでの支援にも活かしていきたいと思います。特別支援学級の

見学では、小集団での過ごし方や勉強に臨む姿勢が、夕方のあんずとは、当然のことながら一味

違うものがあり、子どもの一日を知ることの大切さを、改めて感じました。  

  連携日はスタッフにとって、とても学びの多い一日です。 

   今後も充実させ、子ども達に還元していきたいと思います。 

 

 

☆☆お礼☆☆ 

       大きなショベルカー、電車、子どもが引けるワゴン等のオモチャと絵本を多数 

いただきました。子ども達の遊びの時間に活用させていただきます。 

チャイルドシートもありがとうございました。その他、ティッシュペーパーや 

トイレットペーパー、額、お菓子等、日用品もいただき、たいへん助かります。 

 いつも心遣い、ありがとうございます。大切に使わせていただきます。 

  

 

 

つながりリレーコラムは今月はお休みです。  

 


